
�
伊
那
谷
の
赤
ひ
げ
先
生

石
井
先
生
は
私
の
大
恩

人
で
す
。
テ
レ
ビ
で
「
赤

ひ
げ
」
を
見
た
者
は
誰
で

も
あ
の
偉
大
な
医
師
に
感

動
し
な
い
人
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
が
、
私
は
「
赤

ひ
げ
」
を
見
る
た
び
に
石

井
先
生
を
思
い
う
か
べ
て

い
ま
し
た
。（
略
）

榊
原

妙

�
私
た
ち
の
顧
問

大
正
十
一
年
、
伊
那
谷

に
は
じ
め
て
社
会
主
義
運

動
の
灯
を
と
も
し
、
激
し

い
弾
圧
の
中
で
私
た
ち
は

運
動
を
進
め
た
が
、
陰
に

陽
に
、
私
た
ち
を
さ
さ
え

て
く
れ
た
人
々
が
あ
っ
た

こ
と
を
今
も
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
。

そ
う
い
う
人
々
の
中
で

最
も
強
く
残
っ
て
い
る
の

が
石
井
先
生
で
あ
る
。

「
赤
」
と
か
、
と
き
に

は
「
国
賊
」
呼
ば
わ
り
さ

れ
る
当
時
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
地
方
の
有
力
者
の
庇

護
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
援
護
と
な
る
の
で
あ

っ
た
。（
略
）
羽
生

三
七

�
六
十
四
年
前
の
手
術

（
略
）
遠
山
の
方
で
炭

焼
き
を
し
て
い
る
人
が
入

院
し
て
治
療
を
受
け
全
快

し
て
帰
る
時
、
そ
の
生
活

に
同
情
さ
れ
た
先
生
は
一

文
も
と
ら
ず
全
部
た
だ
に

し
て
お
や
り
に
な
っ
た
そ

う
だ
。
あ
る
年
大
晦
日
も

間
近
の
日
、
木
炭
を
山
積

み
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
先
生

の
お
宅
の
前
に
止
ま
っ
て

ど
ん
ど
ん
木
炭
を
お
ろ
し

て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

（
略
）
先
生
が
代
金
を
払

わ
な
く
て
は
と
中
か
ら
出

て
こ
ら
れ
た
時
は
す
で
に

そ
の
人
は
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

っ
て
逃
げ
る
様
に
し
て
帰

っ
て
行
っ
た
と
い
う
心
温

ま
る
尊
い
話
も
聞
き
ま
し

た
。（
略
）

倉
沢

興
世

＊

＊

こ
の
追
悼
集
の
主
、
石

井
虎
秋
氏
は
、
明
治
１１
年

１
月
１０
日
、
岩
手
県
大
槌

町
の
藩
医
の
家
に
生
ま

れ
、
明
治
３９
年
東
大
医
学

部
卒
業
後
、
医
局
で
恩
師

佐
藤
三
吉
博
士
に
師
事
。

山
梨
の
甲
府
病
院
外
科
部

長
を
経
て
、
明
治
４３
年
１２

月
、
飯
田
病
院
外
科
部
長

と
し
て
来
飯
し
た
。
大
正

３
年
飯
田
・
東
野
に
石
井

外
科
病
院
を
開
業
す
る

が
、
昭
和
１８
年
軍
需
工
場

と
し
て
接
収
さ
れ
た
た

め
、
鼎
・
東
鼎
に
あ
っ
た

空
家
の
医
院
を
借
り
て
医

業
を
続
け
、
そ
の
後
、
松

尾
・
城
に
移
り
、
最
後
は

大
鹿
診
療
所
に
つ
と
め
た

が
、
数
年
後
鼎
・
上
山
の

住
居
に
ひ
き
あ
げ
、
昭
和

４１
年
１１
月
１２
日
死
去
。
８８

歳
で
あ
っ
た
。

＊

＊

こ
の
追
悼
集
は
、
郷
土

資
料
の
収
集
・
保
存
・
整

理
・
閲
覧
の
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
南
信
州
地
域
資
料

セ
ン
タ
ー
の
収
集
作
業
中

に
、
某
公
民
館
の
書
棚
で

見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ

る
。
奥
付
に
は
、
１
９
７

５
年
７
月
１
日
発
行
、
石

井
虎
秋
顕
彰
碑
建
設
委
員

会
責
任
者
・
和
田
穆
、
編

集
者
・
菊
池
幸
子
と
あ

り
、
収
録
追
悼
文
４３
、
遺

稿
な
ど
１０
、
総
頁
は
２
２

３
に
及
ぶ
。

読
み
進
め
て
い
る
う
ち

何
回
か
、
熱
い
も
の
が
こ

み
あ
げ
、「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

／
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
で
始

ま
り
、「
ソ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ
」
で

終
わ
る
宮
沢
賢
治
の
代
表

作
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
を

思
い
出
し
た
。
彼
も
生
地

は
花
巻
市
と
違
う
も
の

の
、
同
じ
岩
手
県
。
岩
手

の
風
土
が
な
せ
る
業
な
の

か
。
単
な
る
偶
然
な
の

か
。
興
味
は
尽
き
な
い
。

金
だ
、
名
誉
だ
、
肩
書

き
だ
、
立
身
出
世
だ
と
俗

世
の
価
値
観
に
埋
没
し
が

ち
な
我
々
に
「
人
間
か
く

あ
る
べ
し
」
を
教
え
て
い

る
よ
う
な
清
々
し
い
一
書

で
あ
る
。
寄
稿
者
の
多
く

が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
想

像
さ
れ
る
が
、
酒
好
き
だ

っ
た
先
生
を
囲
ん
で
杏

（
ギ
ン
ナ
ン
）
の
樹
の
下

で
、
賑
や
か
に
酒
盛
を
開

い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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若き日の飯田のお医者さま
前列右から二番目が石井虎秋（４０歳代）
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